





らなり、実習は、平成 23 年度、24 年度ともにカンボジ
アで行い、それぞれ 5名、7名の学生が参加した。引率








International Cooperation Agency: JICA）カンボジア
事務所、カンボジア赤十字社、国立母子保健センター、






























　平成 25 年 3 月 6 日（水）から 13 日（水）の 8日間で
実習を行った。上記のとおり、学生 7名、教員 2名の計
9名が参加した。全体の日程は、日程表のとおりである

















































































































































































　3月 12 日午前に JICAカンボジア事務所を訪問、
JICAの事業について説明をうけた。JICAは政府開発
援助（Oﬃcial Development Assistance: ODA）のうち、
二国間援助を行う機関であり、援助の内容は大きく分け
ると、技術協力、有償資金協力（円借款）、無償資金協
力が挙げられる。JICAはカンボジアにおいて、上水道
整備や道路・橋の建設・改修を行うなどインフラの構築
をめざす一方、カンボジアの各地域において、日本の
NGOや大学とも協力しながら、保健衛生事業、感染症
対策なども行っている。
　カンボジアにおける日本の支援の概要などを知る上
で、JICAの事務所訪問は実習の最初に行ったほうが適
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切であったかもしれないが、日程上やむをえなかった。
しかし、学生にとっては、カンボジアでの実習を振り返
るよい機会になったようである。
Ⅳ．おわりに
　国際保健医療支援実習は、カンボジアにおいてこれま
で二回実施され、無事に終了した。参加学生にとって
は、日本ではなかなか知ることのできないカンボジアの
とくに首都および地方における保健医療の現状と、日本
の政府およびNGOによるカンボジアへの支援の状況に
ついて、経験しながら学ぶことができた。
　他方、首都と農村の経済格差は非常に大きいものの、
カンボジアは全体として経済発展が著しく、「発展途上
国」という言葉から一般に連想される貧困・飢え、とい
うステレオタイプが必ずしも成り立つわけではない。ま
た、支援についても、中国による支援が著しく伸び、先
進国が発展途上国を支援する、という構図も一面的に過
ぎないことがわかる。発展途上国およびこれらの国々へ
の支援についての先入観をできるだけ排して、はば広い
視野をもって、発展途上国への支援を考えることが、こ
れから本実習に参加する学生の課題であろう。
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